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第
６
章
　
生
活
・
社
会
問
題

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
創
る
！

東
北
大
学
名
誉
教
授
／
地
球
村
研
究
室
代
表　

石
田
秀
輝

１
　
何
が
問
題
な
の
か
？
　
　

地
球
上
の
生
物
の
総
重
量
は
１
兆
１
千
億
ト
ン
あ
る
が
、
人
間
が
生
み
出
す
人
工
物
の
総
量
が
２
０
２
０

年
12
月
に
そ
れ
を
超
え
、
さ
ら
に
毎
年
３
０
０
億
ト
ン
―
毎
週
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
が
自
分
の
体
重
以

上
の
人
工
物
を
生
み
出
し
て
い
る
の
と
同
じ
―
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
と
い
う
（
注
１
）、
ア
ン
ト
ロ
ポ

セ
ン
（
人
新
生
）
の
環
境
危
機
で
あ
る
。

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
２
０
５
０
年
を
目
指
し
て
世
界
の
１
２
４
カ
国
（
２
０
２
１
年
１

月
）
が
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
し
て
い
る
が
、
自
然
界
で
の
炭
素
は
主
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

駆
動
力
と
し
て
完
璧
な
循
環
を
持
つ
の
に
比
べ
、
人
工
物
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
つ
く
る
時
、
運
ぶ
時
、
使

う
時
、
そ
し
て
そ
の
寿
命
を
終
え
る
過
程
で
炭
素
は
循
環
せ
ず
、
蓄
積
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
温
暖
化
と
い

第１節

石田秀輝（水野勝之・土居拓務『イノベーションの未来予想図』 創成社）
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う
気
候
変
動
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
生
物
多
様
性
の
劣
化
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
現
に
、
こ
の
50

年
間
で
地
球
上
の
脊
椎
動
物
は
68
％
減
少
、
昆
虫
は
こ
の
27
年
間
で
最
大
75
％
減
少
し
た
（
注
２
）。
昆
虫

が
い
な
け
れ
ば
90
％
以
上
の
植
物
は
受
粉
で
き
ず
、
植
物
が
い
な
く
な
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
動
物
は
生
き
て
い

ら
れ
な
い
、
人
間
も
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
不
可
避
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
現
在
の
資
本
主
義
（
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
、
金
融
資
本
主
義
、
新
自
由
主
義
）
そ
の
も
の
が
限

界
に
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
６
本
の
矢
は
ど
こ
に
飛
ん
で
行
っ
た
か
わ
か
ら
ず
、
何

を
や
っ
て
も
経
済
成
長
に
つ
な
が
ら
ず
、
日
本
は
こ
の
30
年
間
の
た
う
ち
回
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
地
球
環
境
の
限
界
と
資
本
主
義
の
限
界
と
い
う
、
過
去
、
人
類
史
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
２
つ
の
限
界
に
同
時
に
解
を
示
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
次
の
定
常
化
社
会
を
創
り
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
の
だ
。

２
　
で
は
、
ど
う
す
る
の
か
？
　

こ
の
ま
ま
で
は
間
違
い
な
く
20
年
後
、
い
や
10
年
後
に
は
文
明
崩
壊
の
引
き
金
に
手
を
掛
け
る
こ
と
に
な

る
の
だ
ろ
う
。
未
来
の
子
供
た
ち
に
手
渡
す
バ
ト
ン
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
循
環
す
る
も
の
つ
く
り
、
暮
ら

し
方
の
か
た
ち
を
創
り
上
げ
る
し
か
な
い
の
だ
。
間
違
っ
て
も
、
何
か
革
新
的
な
技
術
が
こ
の
問
題
を
一
挙

に
解
決
し
て
く
れ
る
な
ど
と
思
う
な
か
れ
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
進
歩
の
歴
史
は
、
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と
を
す
で

に
証
明
し
て
い
る
。
古
く
は
１
８
６
５
年
の
石
炭
問
題
（
ジ
ェ
ボ
ン
ズ
）（
注
３
）
に
始
ま
り
、
最
近
で
は
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２
０
０
９

－

11
年
に
日
本
で
行
わ
れ
た
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
明
ら
か
で
あ
る
。
エ
コ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
は
革
新
的
に
進
歩
し
、
生
活
者
の
環
境
意
識
も
極
め
て
高
く
て
も
、
エ
コ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
市
場
投
入
は
環

境
負
荷
の
低
減
に
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
エ
コ
商
材
が
消
費
の
免
罪
符
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
エ
コ
・

ジ
レ
ン
マ
）（
注
４
）。
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代

わ
っ
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
た
り
、
エ
コ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
用
だ
け
で
は
到
底
果
た
せ
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
何
か
と
何
か
を
置
き
換
え
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
必
ず
エ
コ
・
ジ
レ
ン
マ
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。

３
　
で
は
ど
う
や
っ
て
？
　

循
環
し
な
い
暮
ら
し
方
や
循
環
し
な
い
も
の
つ
く
り
か
ら
の
離
脱
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
足
場
の
大
き

な
変
更
で
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
い
う
厳
し
い
制
約
の
中
で
、
ど
う
や
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ

ド
キ
心
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
せ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
必
要
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
サ
ー
ビ

ス
が
何
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
思
考
の
足
場
を
少
し
変
え
る
（
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
思
考
）
こ

と
で
見
え
て
く
る
（
注
５
）。

今
、
わ
れ
わ
れ
は
依
存
型
の
社
会
に
い
る
。
そ
れ
は
、『
あ
な
た
は
何
も
し
な
く
て
良
い
の
で
す
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
が
す
べ
て
を
代
行
し
ま
す
』
と
い
う
物
質
型
の
社
会
で
あ
る
。
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
い
で

も
止
ま
る
車
、
全
自
動
の
何
と
か
…
物
質
的
に
飽
和
し
て
い
る
今
、
生
活
者
が
こ
の
社
会
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
多
く
の
人
が
求
め
て
い
る
の
は
自
立
型
の
社
会
な
の
だ
（
注
６
）。
そ
の
究
極
は
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自
給
自
足
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

実
は
、
こ
の
依
存
と
自
立
の
間
に
大
き
な
隙
間
が
空
い
て

い
る
。
こ
の
エ
リ
ア
こ
そ
が
宝
の
山
、
未
来
社
会
が
求
め

て
い
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
宝
庫
な
の
で
あ
る
。

こ
の
『
間
』
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
自
由
さ
や
不
便
さ
（
喜

ば
し
い
制
約
）
を
、
個
（
人
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
智

慧
や
知
識
・
技
で
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
り
埋
め
ら
れ
、

そ
の
結
果
、
愛
着
感
や
達
成
感
、
充
実
感
の
生
ま
れ
る
暮

ら
し
方
を
生
み
出
す
社
会
な
の
で
あ
る
（
図
１
）（
注
７
）。

こ
の
よ
う
な
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
描
き
、
そ
れ
に

必
要
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
成
す
る
手
法
と

し
て
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
と
い
う
概
念
が

あ
る
（
図
２
）（
注
８
）。
そ
れ
は
、
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
思

考
で
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
描
き
、
そ
れ
に
必
要
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
要
素
を
抽
出
し
、
完
璧
な
循
環
を

最
も
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
駆
動
す
る
自
然
に
そ
の
要
素

を
探
し
に
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
科

学
で
は
自
然
の
模
倣
を
十
分
に
行
え
ず
、
大
き
な
環
境
負

図１　心豊かな暮らし方のかたち

「間」を埋めるということ：ちょっとした不自由さ（喜ばしい制約）を，個（人）やコ
ミュニティーの技・知恵・知識で乗り越えることによって，愛着観や達成感，自充実観
が生まれる

心豊かな暮らし方

制約
自己・他社・自然

利便

＜間＞
依存型
快適性・利便性

完全介護型

自立型

自給自足型

フォーキャスト思考

快適性・利便性を
求める豊かさ

バックキャスト思考

（喜ばしい）
制約のなかの豊かさ
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荷
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
持
続
可
能
と

い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
サ

ー
ビ
ス
を
リ
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

創
出
手
法
で
、
泡
に
学
ん
だ
水
の
い
ら
な
い
お
風

呂
（
３
ℓ
程
度
は
必
要
）、
土
に
学
ん
だ
無
電
源

エ
ア
コ
ン
、
カ
タ
ツ
ム
リ
に
学
ん
だ
汚
れ
な
い
表

面
、
ト
ン
ボ
に
学
ん
だ
超
微
風
で
も
回
る
風
力
発

電
機
な
ど
い
く
つ
も
の
技
術
が
生
み
出
さ
れ
始
め

た
（
注
８
）。

４
　�

そ
ん
な
社
会
に
本
当
に
移
行

で
き
る
の
か
？
　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
三
密
と
い
う
制
約
の
中
で
、

多
く
の
人
た
ち
が
新
し
い
暮
ら
し
方
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
見
つ
け
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
が
地
元
や
家
族
の

再
発
見
に
つ
な
が
り
、
自
分
時
間
や
家
族
時
間
を

図２　ネイチャー・テクノロジー（Nature Technology）
創出システム

2

水のいらないお風呂 無電源エアコン

2030年の暮らしを描いた絵から、創
らなければいけないテクノロジーを抽
出します

抽出したテクノロジーに必要な技術要素を自然の中に探し
ます

テクノロジーの抽出

バックキャスティング手法を使って心豊か
に暮らせるライフスタイルを考えます

自然から学んだ知恵から，低環境負荷・高機能な材料
をつくりだします

自然に学ぶ

ライフスタイルデザイン ものつくり

2030年に必要なテクノロジーを
自然の循環の中から見つけ出す

地球に最も負荷のかからない
テクノロジーとしてリ・デザインする

暮らしのシーンを構成する
テクノロジー要素を抽出

2030年の厳しい環境制約の中で
心豊かに暮らせる生活のシーンを考える
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大
切
に
し
、
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
が
重
な
る
暮
ら
し
を
楽
し
み
、
文
化
が
人
に
と
っ
て
の
生
命
維
持
装
置
だ
っ
た
と

認
識
し
・
・
・
皆
が
横
並
び
で
は
な
く
、
個
（
個
人
、
家
族
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
小
さ
な
企
業
、
小
さ
な
行
政

な
ど
）
の
デ
ザ
イ
ン
が
新
し
い
時
代
に
大
事
な
暮
ら
し
方
、
働
き
方
、
学
び
方
の
か
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
（
注
９
）。
そ
の
結
果
、
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
わ
ず
と
も
30
％
も
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
た
の
だ
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
自
由
さ
を
個
（
人
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
技
や
知
識
や
知
恵
で
乗
り
越
え
た
結
果

で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

未
来
の
子
供
た
ち
に
手
渡
さ
ね
ば
な
ら
な
い
素
敵
な
バ
ト
ン
と
は
、
真
っ
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ゼ
ロ
か

ら
描
く
こ
と
で
は
な
い
、
長
い
歴
史
の
中
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
オ
シ
ャ
レ
に
紡
ぎ
直
す
こ
と
な
の
だ
。
確

か
な
未
来
は
懐
か
し
い
過
去
に
あ
る
の
だ
。
そ
れ
は
都
会
で
は
な
く
、
ロ
ー
カ
ル
が
主
役
の
時
代
が
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
で
は
な
い
。
暮
ら
し
方
の
か
た
ち
（
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
）
が
創
り
出
す
も
の
な
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
１
）　N
ational Geographic 

（2020

）「
地
球
上
の
人
工
物
と
生
物
の
総
重
量
が
並
ぶ
」https://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/

new
s/20/121100731/　

（
閲
覧
日
：
２
０
２
０
年
12
月
30
日
）

（
２
）　Living planet report 2020 W

W
F, Living Planet Report 2020 O

ffi
cial Site W

W
F 

（panda.org

）（
閲
覧
日
：
２
０
２
１

年
４
月
30
日
）
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（
３
）　A

lcott, Blake （2005

）“Jevons’
paradox”, Ecological Econom

ics, 54 （1

）: 9–21. Jevons’
paradox - ScienceD

irect

（
閲

覧
日
：
２
０
１
１
年
４
月
15
日
）

（
４
）　

石
田
秀
輝
・
古
川
柳
蔵
（
２
０
１
４
）『
地
下
資
源
文
明
か
ら
生
命
文
明
へ
』
東
北
大
学
出
版
会
。

（
５
）　

石
田
秀
輝
・
古
川
柳
蔵
（
２
０
１
８
）『
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
思
考
』
ワ
ニ
プ
ラ
ス
。

（
６
）　

石
田
秀
輝
（
２
０
１
５
）『
光
り
輝
く
未
来
が
沖
永
良
部
島
に
あ
っ
た
』
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
。

（
７
）　

石
田
秀
輝
（
２
０
０
９
）『
自
然
に
学
ぶ
粋
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
化
学
同
人
。

（
８
）　Em

ile H
. Ishida

・Ryuzo Furukaw
a 

（2013

）, Nature T
echnology, Springer.

（
９
）　

石
田
秀
輝
（
２
０
２
１
）『
危
機
の
時
代
こ
そ
心
豊
か
に
暮
ら
し
た
い
』
K
K
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
。
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